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日に発行、2019 年 3 月現在で、212 号に達している。「らくうぇる。」とは毎日をよく楽しみま
しょう、という造語で、西本の生き方のコンセプトそのものでもある。
　創刊時より、カラー 4 ページ、モノクロ 4 ページのタブロイド版、8 ページの構成は変わっ






















































テンツの掲載を行っている。また Facebook や twitter、instagram、ブログとも連携しており、イ
ンターネット上の様々なツールと紙媒体を組み合わせている。広告主には、コストがかからず、
有効に地域密着型の広告が出せる、読者には「らくうぇる。」というブランドの下で、ネット、
SNS や紙媒体を通じて地域に密着した情報を知ることができると好評である。2018 年には 80
万円かけてサイトをリニューアルした。
　この他、地域の人と人を結びつける架け橋になりたいとの思いから、「らくうぇる。南河内ゴ





























として読み続けられている。発行部数は公表毎号約 10000 部で、毎回の印刷等の費用は 500 万
円、2006 年に 1 号が創刊され、毎年 1 冊づつ、2010 年の 10 号までが毎年初夏に発行された。1
号から 7 号までは 680 円で、8 号から 10 号までは装いを「南河内を楽しむ本」と変え、780 円











第 1 号 2006. 7 . 1 わが街藤井寺にようこそ、りんりんしよう、南河内の遊び場満喫 25 連発
第 2 号 2007. 7 . 1 高野街道を歩く、羽曳野今昔、南河内だんじり、自然を満喫、おすすめの店
第 3 号 2008. 5 .28 河内長野特集、南河内で楽しむプチ贅沢、ペットと過ごそう、ご利益スポット
第 4 号 2009. 6 .25 まるごと富田林、金剛山へ森林浴、湖国リゾート、百舌鳥古市古墳群
Winter 2009. 9 . 1 初詣スポット、大和七福八宝めぐり、クリスマス特集、南方ケンブン録
第 5 号 2010. 6 .25 太子町特集、キリンビアパーク、スペシャル対談羽曳野、天川村、キッズモデル
別冊 2010.12.28 40 歳からを美しく生きる、遥洋子、おじいちゃんおばあちゃんとお出かけ




第 7 号 2012. 6 .12 古くて新しい町羽曳野特集、グルメ・スイーツ、南河内の祭魂
第 8 号 2013. 6 . 7 南河内で歴史散歩、寺内町、子供も楽しい河内長野、隠れ家ランチ＆カフェ
第 9 号 2014. 6 .25 田舎の恵み、南河内の地産地消、松原歴史散歩、ランチ限定至福の時間
第 10 号 2015. 6 .25 南河内沿線まち歩き、職人技と情熱、南河内のしごと、地元の神社で結婚式
特集号 2017. 9 .19 地元ワインで乾杯、大人の社会見学、神社仏閣、自慢したい南河内、富田林
Ⅲ．企業家・西本たみ子のライフストーリー
　①生誕、子供時代、青年時代
　西本たみ子は、1961 年 6 月 7 日、山口県柳井市に西本家の長女として生まれた。柳井市は岩
国市と徳山市の間にある、漁港のある漁師町である。母キミ子（名前）は当時 32 歳であった
が、妊娠 8 ヶ月の時に、土建関係の勤め人であった父は、通勤の帰りに自転車で帰宅途中、突





































































































































































　3 人の子供には恵まれ、18 年間我慢してきたが、2000 年 11 月に離婚することになった。そ


















































る人に教えを請いに行った。その結果、以後毎月欠かさず 25 日に発行、2019 年 3 月現在で、
212 号に達している。
　ピーメイトを改組し、有限会社ステラとして設立したのは、事業が安定しはじめた頃の、創

































出かけ」については 79 歳で引き取り、6 年半面倒を見て 85 歳で亡くなった母をテーマになに
かできないかと考えたことが発行のきっかけである。以後、本号に加え、テーマを決めた別冊
と、年 2 回マガジンを出したいと思ったが資金的にも体力的にも続かなかったという。
















































































































　2019 年 3 月 8 日、3 月 11 日に、西本たみ子氏にインタビューを実施した。
　写真については筆者の撮影と有限会社ステラからの提供によるものである。
注
 i  平成 27 年度国勢調査
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